
お知らせ：黄色のあんしんカードはあなたをまもります

65歳以上のひとり暮らしの方にご希望により「ひらつかあんしんカード」を配布しています。

対象者：65歳以上のひとり暮らしの方が対象になりますが、

　　　それ以外でも、65歳以上で

　　　　①日中独居の方②高齢者のみの世帯の方③健康に不安のある方
　　　等に該当する方には申し出に応じて配布しています。

使い方：「ひらつかあんしんカード」2枚と、ソフトカードケース1枚を配布します。

　　　カードに氏名、緊急連絡先などを記入して、1枚は自宅の冷蔵庫等に貼り付けし（救急隊はまず

　　　冷蔵庫のあんしんカードを確詔するそうです）、もう1枚はソフトカードケースに入れて外出の際

　　　に携帯します。

　　　このカードにお名前や緊急連絡先、かかりつけ医などを記入のうえ、緊急事態に備えますと、万

　　　一の一刻を争うシーンでは救急隊がこのあんしんカードにより適切な処置判断や敏速な対殖等が
　　　でき、すでに多くの実績を生み生命の助かった事例も報告されています。

あんしんカードの実績事例の一部：

①独居老人（男性）宅からの緊急要請。救急隊が出動した際、老人は意識がなかったため、冷蔵庫に

　　貼りつけられたあんしんカードを発見し、かかりつけの病院に搬送。
②独居老人（男性）宅からめまいが現れて救助要請。駆けつけた救急隊員との会話は可能であったが、

　　冷蔵庫わきに貼られていたあんしんカードにより、迅速に病院に搬送。

③独居老人（女性）が台所で転倒し、泊まりに来ていた孫から老人の息子に連絡があり、すぐに救助

　　要諸あり。駆けつけた救急隊に玄関先下駄箱にあったあんしんカードを発見し、病院に搬送。
④　独居老人（女性）宅の庭に座り込み右手負傷をしている老人を通行人が見つけ救助要請。自宅の居

　　間のテーブルにあったあんしんカードにより、病院に搬送。

　ひらつかあんしんカードをご希望の方は、地域の民生委員児童委員までご連絡いただければ直接お届け
にあがります。

【縮集後記】

　東日本大震災により被災された方々にこころよりお見舞い申し上げ、迅速な復興を願ってやみませ

ん。少子高齢化や核家族化、住民の流動化が進み、地域の希薄化が問題視されていますが、このよう

な思わぬ災害はますます地域における支えあいの仕組み（地域福祉）の重要性を考えさせられます。

当協議会の広報部も『少しでも前進』を目指して活動にあたりたいと考えています。今回は老人を守

るあんしんカードを特集しました。ぜひ本誌に関してのご意見ご要望をお寄せください。

　広報部＠秋山貢、吉川瑛一、西ケ谷一郎、須田唆一郎、西部啓二、中塚正人
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（各戸一枚ずつお取りください）
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　土沢地区社会福祉協議会

　　　会長　越光正寿
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1．　会のまとめ

　平成22年度「土沢地区社会福祉協議会総会」が平成23年5月13日（金）

土屋公民館に於いて開催されました。常任理事を始め理事の方々多数出席のもと、

提案された議題について慎重な審議の結果、すぺて原案通り可決されました。

　主な議題は以下の通りです。

①第1号議案　平成22年度　事業報告

②第2号議案　平成22年度　決算報告（監事監査報告）

③第3号議案　平成23年度　役員選出（候補者案）

④第4号議案　平成23年度　事業計画案

⑤第5号議案　平成23年度　予算案

→　承認

→　承認

→　承認

→　承認

→　承認

【総会の様子】

2　平成23　　　　　計画

躾 内容

①地区活動助成事業
・ ひとり暮らし高齢者ふれあい給食 （65歳以上）6，10，12，3月の年4回実施

・ 慰問金の贈呈 （65歳以上》寝たきりの方、認知症の万に夏季、年末に贈呈

・ 敬老祝い品の贈呈 77歳以上の方に贈呈
・ 公民館まつり 土屋・吉沢公民館において社協活動資料展示

土沢地区福祉スポーツ大会 年1回ゲートボール、ペタンク、グランドゴルフ他
・ 1日園長 進和学園、しんわルネッサンス、つちや社会福祉会、吉沢保育園、土屋

幼稚園

・ ふれあいサ0ン（協力事業） 包括支援センター（「ひらつかにし」ローズヒル内）に協力

介護予防を目的に第3月曜日　土屋、吉沢公民館にて交互に各6回開催

②ふれあい広蝪助成事業
・ ふれあいまつり 土屋・吉沢ふれあい夏まつり、めぐみが丘ふれあい秋まつり

・ 土沢地区社会を明るくする運動 土屋・吉沢小学校、土沢中学校、土屋幼稚園、吉沢保育園にプランター

花苗、土を配布し美化の意識向上を図る

③日赤など募金事業
・ 募金活動 赤い羽根共同募金、年末助け合い募金、日赤社員増強運動他

・ 土沢地区社協会費 年会費200円

・ 平塚市社協賛助会費 1ロ300円賛助会費の75％の錨が螺駆社協に翫される
④こども育成事業
・ 子育てひろば「ひよこ」 毎月第1金曜日　吉沢公民館、第3金曜日　土屋公民館で開催

⑤協力者育成事業
・ 総会、敬老会など（協力事業） 土屋福寿会、吉沢老人クラブ、めぐみが丘友和会、ボランティア協議会、

つちやホーム文化祭

・ 運動会 土屋・吉沢小学校、土沢中学校、土屋幼稚園、吉沢保育園

土屋・吉沢地区レクレーション、進和スポーツ大会、土屋地区マラソン大

会、吉沢元旦駅伝

・ 卒業式、卒園式 土屋・吉沢心、学校、土沢中学校、土屋幼稚園、吉沢保育園

・ その他 土屋・吉沢公民館まつり、土屋・吉沢子ども大会
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【収入】

1世帯200円／年の会費と市社協の賛助会員費1ロ300円で
運営されています。

（円）

隙 292，335

会費（200円／年） 366，800

助成金（含む賛助会員費） 919，208

雑収λ 5，000

合計 1，583，343

【賛助会費とは？】

平塚市社会福祉協議会（市社協）の活動に賛同され

た方が賛助会員となります。（年会費10300円）

その75％が地区柱協に交付されます。土沢地区の

賛助会員数は多く平成22年度の交付金は476

千円にもなっており、土沢地区社協の貴重な活動の

財源になっています。

【支出】 （円）

事業費 1，014，000

総会費 60，000

事務費／補助費

分担金／広報費

研修費／会議費等

239，000

予備費 270，343

合計 1，583，343

4．成23年度新員

【事業内容】

協力者育成事業：老人会、幼稚鼠、小中学校、各施設の活動、

　　　　　　　イベントなど補助、祝儀
地区活動事業：敬老祝い品、ひとり暮らし高齢者給食、慰問金、

　　　　　　各施設訪悶など
ふれあい広場助成事業：夏まつり、社明運動など

子ども育成事業：子育てひろば「ひよこ」、学校行事
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【役員及び常任理事　1で名】 【常任理事　12名】

繍 氏名 所属 氏名 所属

会長 越光正寿 綾部　日寿 民生委員児童委員（上惣領）

副会長 猪俣進 吉沢自治連会長 大野義雄 〃　　　　（惣領分）

副会長 小清水恒夫 士屋自治連会長 西ケ谷一郎 〃　　　　（大庶子分）

翻 武準一郎 土沢地区民児協会長 須田　峻一郎 〃　　　　（大庶子分）

書記 小泉光雄 下吉沢自治会長 秋山貢 〃　　　　（上吉沢）

翻 ゴニ屋迫彦 上吉沢自治会長 吉岡京子 〃　　　　（上吉沢）

会計 水島洋江 土沢地区民児協 西部啓二 〃　　　　（中吉沢）

会計 小林久美 めぐみが丘自治会長 小泉啓治 〃　　　　（下吉沢）

監事 石井千春 上惣領自治会長 中塚正人 〃　　　（めぐみが丘）

監事 吉川　瑛一 惣領分自治会長 高倉一紀 〃　　　（めぐみが丘）

欝 安池昭夫 大寺分自治会長 坂間美代子 主任児童委員（吉沢）

渡辺瑞子 〃　　　（土屋）

今回の総会を以って退任された役員、安池直治様、井沢洋治様、岩本俊蔵様、組野昭衛様はじめ退任され

た理事の皆様には心から感謝申し上げます。
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　老の日をお　いして
　9月19日は、多年にわたり社会につくして来られた老人を敬愛し長寿を祝う国民の祝日「敬老の日」でした。

　第τ線を引退されたとはい急多くの経験と豊富な知識は地域の活動に欠かせないものです。今年喜寿（77歳）

を迎λられた応々とそれ以上の対象者に、敬老のお祝い品を膳呈いたしました。ここに重ねてご祝辞を申し上げ、

更なるご長寿を祈念いたします。

　なお敬老の日（平成23年9月19日）までに77歳以上の方々は、総勢468名で地区別の対象者人数は
以下の通りです。

上惣領　　36名

惣領分　　46名

大庶子分　93名

大寺分　　87名
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ね1　おめでとうござい
　平塚市内で℃00歳以上の方は8月1日現在で79名です。

　土沢地区の最高年齢者は、101歳の野ロアヤさんです。上吉沢

（台）にお住まいのアヤさんは、明治43年、5人姉妹の長女とし

て誕生されました。長女であったアヤさんは、家を継がれすでに亡

くなられたご主人と3人の子どもを育てられる一方、家業の農業一

筋に、明治、大正、昭和、平成と長くお元気な生活をされておられ
ます。

　現在は、週3回のデイサービスに通われており、食欲もあり、若
干の介護があればEI常生活には特段の支障はないとのことです。ご

家族のお話では、アヤさんの長寿の秘訣は「元気に働いて、汗をか

き、贅沢をしないこと」だそうです。

　昨年の敬老の日には、1∞歳を祝して当時の菅内閣総理大臣より

の表彰状と銀杯を授与されました。これからもどうぞお元気でお過
ごしください。
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土沢地区の　齢別人ロ　成
　土沢地区の人0は平成23年1月1日現在で6813名です。伝統文化のある農村と新しく若い街が融合し、

恵まれた自然環境を生かして地域の活性化を図り、交流の輪を次世代につなぐまちづくりを目指したいものです。

■めぐみが丘（2242名）　1＝コ吉沢（1793名）　ZZ土屋（2779名）

　　　　　　　　平成23年1月1日現在（住民基本台帳より）
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